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1．部門長あいさつ

抗酸化ストレスの重要性

抗酸化研究部門長 犬房 春彦
2013年11月に新設した抗酸化研究部門は1年半が経過しました。
酸化ストレスは生物には欠かせない呼吸をはじめ大気汚染、細菌やウイルス、紫外線や放射線など

の生活を取り巻く環境、そして喫煙や多量のアルコールなどの生活習慣の全てが要因となり、身体は
常に酸化ストレスと闘っています。体内の抗酸化力と酸化物質のバランスが崩れ酸化に傾けば、多く
の病態を引き起こすことが知られています。年齢を重ねるごとに抗酸化力が減少し、それに伴いシワ
や病気が増えるのもそのためです。いかに酸化ストレスを抑えて病気の予防をするのか、いかに病態
が引き起こす酸化ストレスを抑えることで治療につなげるのか、そしてそのメカニズムの解明が当部
門の研究目標です。この目標に向かって研究をしていくためには、身体に害のない優れた抗酸化物質
を使用することが必要不可欠であると思います。

当部門で使用するアミノ酸・ビタミンの配合剤は、2011年に Regensburg 大学の生物物理学・物理
生化学研究所の Dr. Helmut Durchschlag と、そして2014年には世界の多くの抗酸化剤の効果測定を
しているフランスの ICDD という会社から、安全に使用できる最も強い抗酸化物質であると認めら
れました。

これまでの研究成果から、酸化ストレスを打ち消すことの重要性をひしひしと感じさせられます。
多くの病態に関与するからこそ、各専門分野の多くの共同研究者が必要となってくると考えていま
す。

2．組織
特任教授 犬房 春彦
特任助教 楊 馥華
学術研究補佐員 原川 義哲
技能補佐員 武田 陽

3．教員の研究活動
【学会】
（国内学会）
1．犬房春彦 アルコール代謝から強力な抗酸化効果の発見まで． 第14回日本抗加齢医学会総会、

大阪、2014．6
2．楊馥華、Markus matushka v. Graffenclau、犬房秋彦、犬房知美、原川義哲、犬房春彦 多量の

アルコールによる酸化ストレスに対する SUPALIVⓇの効果．第14回日本抗加齢医学会総会、大
阪、2014．6

3．原川義哲、Markus matushka v. Graffenclau、犬房知美、犬房秋彦、楊馥華、犬房春彦 Twendee
X がマウス放射線酸化ストレスモデルに与える抗酸化効果．第14回日本抗加齢医学会総会、大阪、
2014．6

4．楊馥華、Markus Matushka、原川義哲、武田陽、犬房春彦 アルコールの酸化ストレスにおけ
る SUPALIVⓇの影響．第67回日本酸化ストレス学会、京都、2014．9

5．犬房春彦、楊馥華、原川義哲、武田陽、Markus Matushka、Helmut Durchschlag Twendee X
の抗酸化ストレス効果．第67回日本酸化ストレス学会、京都、2014．9

6．犬房春彦 アルコール代謝と酸化ストレス―アルコール代謝が進むサプリメントはあるのか？
第12回日本機能性食品医用学会、2014．12
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WINEWHAT!?
2015年3月5日発行

Yahoo！ニュース

WINEWHAT!?
2014年12月5日発行

【研究会】
1．犬房春彦 SUPALIV と Twendee X の強力な抗酸化効果．第12回酸化ストレス・抗酸化セミ

ナー、東京、2014．7
【教育】
1．犬房春彦 人の寿命はどこまで延ばせるか？―老化と酸化の関係― 生命科学への扉～研究がも

たらすもの～

4．現在の共同研究者
京都府立医科大学 吉川敏一学長
フランス科学アカデミー クリスチャン・アマトーレ教授
レーゲンスブルグ大学 ヘルムート・デュルシュラーグ博士
東京大学大学院農学生命科学研究科 局博一教授
岡山大学医学部脳神経内科 阿部康二教授

5．メディア報道
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●編集後記

平成16年3月に第1号が発行された年報も、今回で12号を迎えることになりました。このことは、
本センターが誕生して12年を経たことを意味しています。この間、共同利用施設である生命科学総合
研究支援センターを岐阜大学の多くの方々が利用し、数多くの成果を上げてきました。このことは、
これまで発行された12巻の年報に記述されているとおりです。

最後になりましたが、本年報を作成するに当たって尽力していただいた方々、本センター利用実績
等を供出していただいた利用者の方々に感謝の意を表して編集後記とさせていただきます。

平成27年6月
生命科学総合研究支援センター
動物実験分野
二上 英樹




